
●「県民だより」は県内全世帯にお届けしています。ご近所で未着の方がおら
　れましたら、広報広聴課にお問い合わせくださるようお知らせください。
●掲載されている情報は令和5年6月現在のものです。

●視覚障害者の方向けに、点字版、音声CD版もございます。
　ご家族などでご希望される方がおられましたら、広報広聴課
　にお問い合わせください。

読みやすさに配慮した
ユニバーサルデザイン
フォントを使用しています。

リサイクル適性：紙へリサイクル可
県民だよりの印刷時に排出されるCO₂の一部は、「トキの森」、「阿賀悠久
の森」、「竜神の森」、「十日町市ふるさとの森」、「南魚沼銘水の森」、「魚沼わ
くわくの森」の整備に資金提供することによりオフセットされています。

【個人情報の取り扱いについて】ご記入いただいた個人情報は、プレゼントの抽選・発送および統計資料の作成に利用します。
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県内トップをきって８月中旬から柏崎刈羽地域で
収穫が始まる新米「葉月みのり」をお届けします！

葉月みのり
（５kg）

江戸時代の相川の町のイラスト
が描かれた手ぬぐい。佐渡で
町歩きをする際に使っても良し、
飾っても良しのオススメの一品
です。

県民だより夏号についてのご意見をお寄せください。抽選で右記の賞品をプレゼント！
下記のように記入して、はがき等でご応募ください。※プレゼントは選べません。

メールアドレス
kenmindayori@pref.niigata.lg.jp

〔 締 切 〕令和５年8月31日（木）
　　　　 （当日消印有効）
〔 発 表 ]  当選者の発表は発送を

もってかえさせていただ
きます。

アンケートフォーム

夏号読者アンケートアンケートに答えて
プレゼントが当たる！

佐渡金銀山ガイダンス施設「きらりうむ佐渡」
オリジナル手ぬぐい（非売品）

10名

　佐渡は、16 世紀末の相川金銀山発見の後に、徳川家康の領地となります。
金銀の生産が本格化し、後に小判も製造するようになりました。十数軒の漁村
だった相川には奉行所が置かれ、最盛期には５万人と、今の佐渡市全体の人口
に匹敵するほどの人が住む都市になったそうです。奉行所から金銀山を結ぶ大
通り（現「京町通り」）を軸に区画が整備され、職業別に居住先が割り当てら
れました。今も道幅や区画は当時の姿をとどめ、大工町（大工＝採掘職人）な
どの町名も残っています。

江戸時代の金銀山や相川の文化などを
CG映像で再現！
現在の風景と照らし合わせてお楽しみください。

開催日　 ７月15日（土）～８月15日（火）
までの土日祝（予定） ※お盆期
間中（８月14日・15日）は開催

場　所　 番神海水浴場（柏崎市番神）

開催日　８月６日（日）9：30～14：00
場　所　 道の駅たがみ

（田上町原ヶ崎新田3072-1）

「「佐佐
 さ ど  
 さ ど  

渡渡島島のの金山」金山」ををフカボリフカボリ！！
―世界遺産登録への道 ― ⑤

文化課
世界遺産登録推進室

問

025（280）5726☎

この連載では、「佐
さ ど

渡島の金山」の見どころや歴史などを毎回
お伝えします。県民みんなで知識の鉱脈をフカボリしましょう！
県では世界遺産登録に向け、今後も取り組んでいきます。

み ん な で 学 ぶ 連 載 記 事

たった一人のあなたです
たった一つの命です みなさんの声をみなさんの声を県政県政にに

気づこう。

新潟県 こころの相談ダイヤル新潟県 こころの相談ダイヤル
～あなたのアクションがいのちを救う～

ナビダイヤル      な や み  なし にいがた

0570-783-0250570-783-025
受付時間24時間

ひとりで悩んでいないで
相談してみませんか

自殺の原因は人によって様々。
気づいてください。
あなたのそばの、
その人に。

知
事
へ
の
た
よ
り

県
民
相
談
室

県庁行政庁舎 1階の県民相談室では、専任の職
員が皆さんからの県政への相談、苦情、意見・
提言に応じています。

☎ 025-280-5076
電子メール：info@pref.niigata.lg.jp

広く県民の皆さんから県政についての建設的な
ご意見やご提言をお寄せいただくため、「知事
へのたより」専用はがきを用意しています。

電子メール：kouchou@pref.niigata.lg.jp
ファックス：025-280-5049　でも受付

市町村役場・
県地域振興局など

設置場所

12 歳児のむし歯本数の全国平均は、１人あたり 0.63
本で、新潟県は 0.2 本。なんと 20 年以上連続日本
一となっています。また、小学６年～高校３年まで
のすべての学年でむし歯がある児童・生徒の割合が
全国で最も低い結果となっています。

イベントなどは急きょ中止や変更となる場合があります。詳細は各問い合わせ先にご確認ください。

オス５歳。新潟の
いいところ、コメ
ジルシを世界に広
めていくのが仕事。
将来の夢は、新潟のコメンテーター！

コメジルシくん

#新潟のコメジルシ

　田上町には魅力あふれる作
り手さんが多くいます。何代
も続く歴史ある農家さんやこ
だわり野菜をつくる元先生、
貴重な技術をもったメーカー
さんなどなど…。
　作り手さんのものがたりを
伝える「たがみこれから市」
を開催します。

県立こども自然王国
0257（41）3355☎

柏崎地域振興局地域振興グループ
0257（21）6206☎

問

たがみ これから市 2023夏

　昭和初期から市民に親しまれた生
い

け簀
す

式の
自然水族館が、復活 !
　水族館跡地の岩場を利用して磯遊びや海の
生物の観察を行う『番神自然水族館』が開設
されます。
　海の大切さを学びに、シーズンを迎える海のま
ち柏崎へぜひおでかけください！ ※事前予約制

海の生物を観察に
番神自然水族館へお越しください！

詳しくは
こちら

田上町商工会
0256（57）2291☎

三条地域振興局地域振興グループ
0256（36）2204☎

問

詳しくはこちら

まちの未来を考えているのは僕らだけじゃない！
その魅力を発信したいと思わせてくれるまち。胎内。

教えて！ 新潟のいいところ

　僕は今、「胎内市を盛り上げたい」という同じ気
持ちを持つ仲間とともに、牧場内でのキャンプ場
の運営や地元ハーブの製品化などの活動をして
います。その活動の中で、胎内市に誇りを持ち、
まちを活性化させたいという多くの方々と出会い
ました。そんな
地元愛あふれる
「人」が胎内市
の魅力です。

胎内市

コメジルシくんが「新潟が好きな理由」「新潟を選ぶ理由」を聞きました。

胎内市魅力発信部隊〈BASE CRAFTER〉の皆さん　右から２人目が小熊龍太郎さん

小熊龍太郎さん

出典：文部科学省総合教育政策局 ｢学校保健統計調査｣ 令和３年度

新潟県
日本一

統計で見る！

むし歯の本数
（12歳児 1人当たり） 0.2本

水墨画で描かれた江戸時代相川の町の様子（『岡松奉行旅行図』大安寺所蔵）

地域の課題に向き合い、活動
されている方々と知事が意見
交換を行いました。

知事と一緒に

４月１３日（木） in 津南町

車座トーク
中山間地域における園芸振興
～力強く、継続する津南町の園芸～

　雪国ならではの
気候風土や豊かな
自然に恵まれた津
南町で、稼げる農
業を目指す幅広い
取組、女性が活躍
できる環境、観光連
携による農産物PR
活動など、地域の元
気づくりに向けて
一緒に考えました。

日本一少ない !

10名

相川市街地

“ 江戸眼鏡 ”で佐渡の街歩き

たくさんの
魚たちが
待ってるよ！

主任調査員 森平 雅人

「新潟のいいところ」
の発信に取り組む
応援団募集中です
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令和5年10月発行予定です。

次 号 は

令和5年5月1日現在新潟県の人口

総人口

世帯数

2,134,480人
（対前月556人減）
916,634世帯
（対前月2,364世帯増）

夏号

新潟の魅力「食」を楽しみましょう
　新潟県には様々な魅力がありますが、その中でも、本県が誇る大
きな魅力の一つは食であり、豊かな自然や伝統などに育まれた食文
化そのものです。
　ご承知のとおり、新潟の食は、雪国ならではの気候風土に大きな影
響を受けています。降り積もった雪は清らかな雪解け水となり、河川
へと流れ、やがて日本海へと注ぎます。栄養分を豊富に含んだ水は
肥沃な大地を作り出しました。新潟の食材はどれも上質で美味しく、
これはまさに、生産者の不断の努力と自然の恵みが生んだ逸品です。
　新潟の質の高い食文化は、そのルーツをさかのぼると、北前船が
もたらした上方文化に、佐渡金山に関連して陸路から流入した江戸

文化が加わるなど、様々な人やモノが交差・融合しながら生み出さ
れたものです。その文化は、料理人をはじめ、食に携わる人々に受
け継がれ、豊かで上質な食材を活かしながら、新たな食文化の創造
に挑戦し、今も進化し続けています。
　県内には、魅力的なお店や料理、特産品、さらには食の魅力を引
き立たせる食器やカトラリーがたくさんあります。ぜひ、県民の皆
様からお住まいの地域だけでなく、県内各地を訪ねていただ
き、当地の風土・文化・歴史など、脈々と流れてきたストーリー
も含めて、改めて新潟の食の魅力を感じ、楽しんでいただきた
いと思います。 新潟県知事

新
潟
新
潟
のの
魅魅
力力
「「

食食
」」

食は地域の風土、文化や歴史と深く
結びついています。
生産者や料理人、豊かな食材、地域
に根ざした食文化、美食を引き立て
る伝統の技など、幅広く奥深い新潟
の魅力を改めて楽しみ、自信を持って
おすすめしてみませんか？

新潟県知事


